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研究成果の概要（和文）：高齢期に離島で定住するためには、安定した介護が受けられることに課題があった。
特に、小規模離島では要介護者を支える在宅系の介護支援体制の整備が急務である。地域のリーダーとともにそ
の地域（島）の特性に応じた支えるしくみを開発することが必要であり、さらにそこには、移住者の役割がある
ことが明らかになった。産業においてはU・Iターン者を引き込むための観光はもとより、始まったばかりの地域
ブランドの確立に向けた産地育成、環境と調和した安定した農業生産等、農業振興に期待される。また、自然、
伝統・文化の継承は他出家族と島内の高齢者をつなぐものとして重要であり、継承し続けることの重要性が明ら
かになった。

研究成果の概要（英文）：For those settling on remote islands in their old age, the availability of 
stable nursing care is challenging. Especially on small and remote islands, there is an urgent 
requirement to develop an at-home care support system to assist those in need. It is essential to 
develop a support system that is tailored to the characteristics of the area (island) in 
collaboration with local leaders. Migrants were also found to play an integral role in this process.
 In the industry, it is not only expected that tourism will attract return migrants and migrants 
from urban areas; there are also hopes that agricultural development will foster the establishment 
of fledgling local brands and stable agricultural production in harmony with the environment. In 
addition, the inheritance of nature, tradition, and culture is a crucial connection between the 
elderly residents and their family members who have left the island, which demonstrates the 
importance of this continued inheritance.

研究分野：社会福祉　高齢者福祉　介護福祉

キーワード： 高齢者　介護　離島　介護保険　沖縄　介護福祉ニーズ　介護サービス　移住者

  ３版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
沖縄離島の介護施策は高齢者の在宅生活を十分に支えるには至らず、高齢期の定住にはつながっていないことの
知見を得た。本研究により、本来は公平な制度であるはずの介護保険制度の課題、また離島における高齢期をと
りまく幅広い世代の意識が浮き彫りになったことは、地域特性を踏まえた介護施策を検討する手がかりとなる。
さらに、今後の課題として結婚を機に島に来た者の意識について、また島出身の若者の帰郷意識をいかに維持・
醸成するかについて示唆を得たことの社会的意義は大きい。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
 本研究は、沖縄離島社会が持続するために高齢者福祉および介護福祉に着目して地域移動を
生み出す要件を把握し、移住者を含めた多様な背景をもつ高齢者が地域で生活を継続できるた
めの要件を検討した。これまで、高齢期の居住地移動の研究は、農村と都市部間の移住が中心で
あり特に大都市圏に限られた研究が多く、離島地域において高齢者福祉から検討したものはみ
あたらない。本研究対象地域である宮古諸島および八重山諸島は進学・就職を契機とした人口流
出が著しく、一方で近年は沖縄ブーム、離島ブームにより都市部からのさまざまな世代の移住受
け入れが人口を下支えしている地域である。一般的には離島は高齢化率が高くなる傾向にある
が、沖縄離島では、島外から移住する若者が多く、高齢化率のみではその実態を把握できない。
また、離島では要介護度が高い傾向にあること、医療・介護ニーズを求めて地域移動が伴うこと、
沖縄離島出身者の多くは Uターンを切望していることなど、沖縄離島社会では、都市部や農村部
また、他地域の離島部を異にして独自の問題が生じている。 
 そこで、沖縄離島社会が抱える高齢者福祉・介護福祉的課題を整理し、実情を把握することは
重要であるととらえた。 
 
２．研究の目的 
 離島の人々が定住するには、地域が安心であることが重要である。沖縄離島は自然に囲まれ、
観光のリピーターから定住への流れが認められる特徴的な地域である。一方で移住後や高齢期
にはどのような暮らしが待っているのであろうか。本研究の目的は、沖縄離島（宮古諸島、八重
山諸島）の住民はどのような福祉・介護的問題に直面しているのか。特に Iターン、Uターン者
を含む地域住民の生活基盤や基礎的条件に加えて、介護提供者側の課題、移住者を含めた住民が
定住するための要因を検討した。 
具体的には以下の研究を進めた。 
（1）宮古諸島、八重山諸島の離島における介護の現状や高齢生活者の課題についての検討 
（2）地域コミュニティと高齢者の生活についての検討 
（3）若者の帰郷意識の検討 
（4）島で最期まで暮らし続けることと住民の意識と高齢・介護福祉の課題の検討 
 
３．研究の方法 
（1）宮古諸島、八重山諸島の離島における介護の現状や高齢生活者の課題についての検討 
①八重山諸島の小離島を対象に民生委員、公民館元役員、介護事業運営者、介護支援専門員、社
会福祉協議会地域担当者を対象に、また I ターン移住した住民に個別にインタビューによる半
構造化面接を行った。また、農業・伝統織物の関係者に聞き取り調査を行った。   
 
②八重山諸島の大規模離島の県外から移住した介護支援専門員 5 名および地域包括支援センタ
ー職員 3 名を対象に専門職の定住の構造および介護福祉の課題について把握するために、個別
インタビューによる半構造化面接を行った。   
 
③八重山諸島の基幹島と近接し、島内に入所施設がない小離島を対象に住民へのインタビュー
による半構造化面接を行った。分析方法はいずれもインタビューデータをもとに質的研究 KJ 法
にて構造化を図った。 
 
（2）地域コミュニティと高齢者の生活についての検討 
 地域の共有する課題を解決するための組織である地域自治組織の石垣市の 13 地域の長（公民
館長）への質問紙調査および聞き取り調査を行った。そこで地域の将来の考え方や抱える課題に
ついて検討した。 
 
（3）若者の帰郷意識の検討 
 地域経済や、伝統行事・文化を支えるために重要な世代である青年期に着目し、行動や郷土に
対する愛着、伝統的な規範がどのような要因によって規定されているのかを調べるために、石垣
市内にある３つの公立高等学校の生徒 674 名を対象にした質問紙調査を実施し分析した。 
 
（4）島で最期まで暮らし続けることと住民の意識と高齢・介護福祉の課題の検討 
住民たちは島で高齢期を迎えることをどのように捉えているのかを検討するために、高齢期
の重要なライフイベントである介護期に焦点化し、（1）から（3）で得られた内容を元にして、
住民を対象として質問紙調査を実施した。395 名を分析対象とした。高齢者が島で住み続けるた
めの介護福祉ニーズと属性との関係について分散分析を行い検討した。 
 
４．研究成果 
（1）宮古諸島、八重山諸島の離島における介護の現状や高齢生活者の課題についての検討 
①地域の開拓等の歴史が残した人口構造が将来の安定した介護サービス提供を困難にさせるこ



とが危惧され、各島の実情に応じた柔軟なサービス整備が必要になる。在宅介護サービスは安定
した収入が見込めないことから人材確保が困難であり、小規模コミュニティであるがゆえの人
間関係から訪問型のサービスは敬遠されることがある等、利用控えが起きている。要介護状態が
重度化すると島を離れ、入所施設のある島外に移動することが常態化している。 
 高齢期・壮年期のＩターン者は村落部でもみられるが、市街地に住まうものが多い。村落部で
は借家等の住居の提供を受けられるかが重要な点であり、また、地域の祭事・行事参加などの慣
わしに参加・協力するなどの地域とのつながりへの努力があった。独居、虚弱、認知症の高齢者
は、強い住民相互のネットワークに支えられていた。地域に受け入れられ、医療や在宅介護サー
ビスが島内で提供されれば、島での生活が可能になることが分かった。 
農業 Iターン Uターンと定住について、地域農業の存続と後継者について検討した結果、先島
諸島では農業の担い手の高齢化が進んでいるが、資金面を中心とした行政の支援や新規就農を
支える研修システムや助言の輪が形成されており、後継者が一定数確保されている。Uターン者
は家族の影響を受けて当初からいずれ帰ってきて農業をするという意識を持っている。Ｉター
ン者は農業が目的という以上に、この地域の自然や文化、人間関係の魅力によってこの地域での
定住を求めている。    
 宮古上布、八重山上布、ミンサー、また、沖縄の他地域の織物について、伝統織物の継承には、
技術の高さから持続的な努力、忍耐力、体力が必要である。伝統技術の継承、織物産業の振興に
更なる試みがなされ、技術継承者の高齢化や人材不足、材料となる苧麻糸の確保など産業化には
共通課題があった。しかし、島によっては人々の暮らしと織物が根づいており、この島では、女
性の高齢者がその伝承の役割を担っているなど、生活に根付くための織物には高齢女性が重要
な役割を担っていた。 
②宮古島、石垣島の在宅介護サービスを支える介護支援専門員の半数以上が I ターン移住者で
あることが明らかになり、Ｉターン者が地域の介護サービスを支え重要な役割を担っているこ
とが分かった。また、この地域に自然を基本とした愛着があること、仕事の安定、一定の賃金が
確保されることが定住する要件になっているものと考えられた。 
③介護サービスの発展も人材不足がゆえに困難な状況であること、基幹島に住まう子世代が週
末に帰島して介護をするも、重度化すると離職せざるを得ない。身体的介護が必要な状態では、
島内に家族が居ないと、生活は継続できない現状が明らかになった。 
 
（2）地域コミュニティと高齢者の生活についての検討 
 この地域の公民館は、自治組織と市が委託した社会教育事業とを兼ね備えた活動をしており、
主には神事・祭事を中心とした伝統行事を継承する組織となっている。調査結果からは次世代に
伝えたい地域の魅力として暖かい人間関係をあげる地域が多く、地域の重要な課題として、地域
住民の交流、高齢者支援をあげる地域が多かった。この地域は多くの地域で過疎化の荒波が一気
に押し寄せて、故郷を離れる一方で、市街地などで新たな人口の流入が顕著であり、その両面の
対処に苦慮していた。 
 
（3）若者の帰郷意識の検討 
 高校生の 9割近くは沖縄本島や県外に進学・就職するため島を離れる。卒業を機に一度は島を
離れるが、いずれは島に帰って来たいという意識が強い。特に島内出生者は島外出生者よりも帰
郷意識が高いことが明らかになった。家業の農業の影響を受けて当初からいずれ帰って来たい
希望をもっているも、低収入であることから断念する実態があった。 
 
（4）島で最期まで暮らし続けることと住民の意識と高齢・介護福祉の課題の検討 
 20 歳代から 90歳代のどの年代においても介護サービスの安定を重要と捉えていた。特に経済
困窮層では切望する傾向にあった。また、後期高齢者では家族・親族との物理的距離の近さが他
年代よりも重要と思っている。伝統・文化の継承は集落の維持、繁栄、さらには高齢期の役割に
欠かせないものであった。Ｉターン者は家計の安定や介護生活などの生活の安寧を求めている
ことが明らかになった（表 1）。 
 
まとめ 
高齢期に島で定住するためには、安定した介護が受けられることに課題があった。 
特に小規模離島においては要介護者の最期の砦となる在宅系の介護支援体制が早急に望まれ
るが、地域のリーダーとともにその地域（島）の特性に応じた支えるしくみを開発することが課
題となる。産業においては U・I ターン者を引き込むための観光はもとより、始まったばかりの
地域ブランドの確立に向けた産地育成、環境と調和し安定した農業生産等、農業振興に期待する。
自然、伝統・文化の継承は他出家族と島内の高齢者をつなぐものとして重要であり、継承し続け
ることの重要性が明らかになった。 
また、本研究から今後の課題も見いだせた。島の若者の帰郷意識をいかに維持・醸成するか。
結婚を機に配偶者の住む島に来た者は、他の者とは異なった捉え方をしていること。さらに、地
域協同で運営する小売店が高齢者をはじめ住民のつながる重要な資源となる可能性がうかがえ
たことは今後の継続研究としたい。 
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